
三陸沿岸道路の整備効果について

資料2
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三陸沿岸道路の時間短縮効果
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▼東日本大震災前

資料2

三陸沿岸道路全線開通により
仙台-⼋⼾間の所要時間が

3時間22分短縮

三陸沿岸道路全線開通により
仙台-気仙沼間の所要時間が

51分短縮

▼全線開通後

・都市間所要時間は各市役所間で算出
・既供⽤区間の速度は、
H27全国道路・街路交通情勢調査（⾮混雑時、上下平均）を採⽤
・未供⽤区間は、道路構造に応じた速度を適⽤

出典︓



（台/日）

東松島市 石巻市 登米市 南三陸町 気仙沼市

鳴瀬奥松島 石巻河南 河北 登米 志津川 岩井崎 気仙沼港 唐桑半島

〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜

矢本 ⽯巻⼥川 桃⽣豊⾥ 登米東和 南三陸海岸 気仙沼中央 浦島大島 唐桑小原木

H22※1 28,100 16,300 16,200 3,500 - - - -

H24 33,700 19,700 19,200 5,500 - - - 7,000

H27※1 36,300 25,100 21,000 6,600 - - - 7,700

H29 38,400 29,500 22,900 10,800 6,500 - - 7,700

R1 34,400 31,100 25,000 12,800 9,200 11,200 - 8,900

R3 38,100 31,100 23,400 13,300 11,000 14,100 8,800 8,400

R4※2 37,400 30,600 24,000 13,200 11,400 13,800 8,700 8,200

区間

（IC名）

三陸沿岸道路の交通量推移（震災前～全線開通後）
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+9,300台

1.3倍
+14,300台

1.9倍
+7,800台

1.5倍
+9,700台

3.8倍

震災前
(H22)
との比較

資料2

▼三陸沿岸道路の区間別全⾞種交通量（10月平日平均）

出典︓交通量＝トラフィックカウンターによる計測値（各年10月平日平均）（確定値）
※1(斜字)︓データ⽋測の箇所があるため平成22年度・平成27年度 全国道路・街路交通情勢調査の⽇交通量を使⽤
※2︓R4年は9⽉平⽇平均交通量（確定値）

H22︓震災前（登⽶東和ICまで開通）
H24︓震災後
H27︓⽯巻⼥川ICまで4⾞線化（⽯巻⼥川IC H27.10.4新設）
H29︓南三陸海岸ICまでH29.3開通
R1 ︓気仙沼中央ICまでH31.2開通（小泉海岸IC〜本吉津⾕IC間除く）
R3 ︓宮城県復興道路R3.3全線開通
R4 ︓三陸沿岸道路（仙台〜⼋⼾）R3.12全線開通

震災前に⽐べて、交通量が⼤幅に増加



区間
(IC名)

石巻市 気仙沼市

開 通 状 況❶
⽯巻河南〜⽯巻⼥川

➋
河北〜桃⽣豊⾥

❸
気仙沼港〜浦島⼤島

H22※1

H24

H27※1

H29

R1

R3

R4※2

16,300

19,700

25,100

29,500

31,100

31,100

30,600

18,100

17,800

17,300

17,100

16,900

14,500

13,300

34,400

37,500

42,400

46,600

48,000

45,600

43,900

16,200

19,200

21,000

22,900

25,000

23,400

24,000

16,100

16,800

15,900

15,100

14,300

14,000

32,300

19,200

37,800

38,800

40,100

37,700

38,000

8,800

8,700

15,200

21,400

21,400

20,800

19,700

13,800

13,800

15,200

21,400

21,400

20,800

19,700

22,600

22,500

三陸沿岸部の交通量推移（震災前～全線開通後）
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▼三陸沿岸部（三陸沿岸道路・並⾏現道 国道45号）の区間別全⾞種交通量（10月平日平均）

資料2

（台/日）

国道45号
データ欠測

出典︓交通量＝トラフィックカウンターによる計測値
（各年10月平日平均）（確定値）

1 2 3

※1︓データ⽋測の箇所があるため平成22年度・平成27年度
全国道路・街路交通情勢調査の⽇交通量を使⽤

※2︓R4年は9⽉平⽇平均交通量（確定値）

三陸沿岸道路の整備に伴い、並⾏現道から三陸沿岸道路へ交通量が転換

三陸沿岸道路 国道45号

H22︓約5割⇒R4︓約7割

震災前
(H22)
との
比較 H22︓約5割⇒R4︓約6割 R4︓約4割

約1.2倍増加 約1.5倍増加
断面
交通量

三沿道
の

分担率

約1.3倍増加
【断⾯交通量計測箇所】
①三沿道︓三陸⽯巻
国道45号︓⽯巻

②三沿道︓三陸豊⾥
国道45号:河北

③三沿道︓三陸気仙沼港横断橋
国道45号︓気仙沼⽥中

〈凡例〉
２⾞線開通区間
４⾞線開通区間

２⾞線開通済区間
４⾞線開通済区間

三沿道の分担率
約5割

三沿道の分担率
約5割

三沿道の分担率
約7割

三沿道の分担率
約6割

三沿道の分担率
約4割



至 ⻘森

至 福島

仙台市
中央卸売市場

気仙沼魚市場

仙台市
中央卸売市場

三陸沿岸道路の整備効果事例（リダンダンシー・水産）
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▼東北⾃動⾞道通⾏⽌め時の代替路

至 ⻘森

至 福島

至 秋田
岩手

至 福島

若柳⾦成IC

桃生津山IC

登米IC

東北⾃動⾞道が通⾏⽌め時に三陸沿岸道路の交通量が増加

災害時に代替路として利⽤が可能に
全国有数の漁港である気仙沼から仙台までの所要時間が短縮

朝に水揚げされた魚を県内での当日販売が可能に

▼水産品の1⽇の輸送スケジュール（例）

▼水産品の輸送ルートの変化

︓⾼規格幹線道路
(4⾞線開通区間)

︓⾼規格幹線道路
(2⾞線開通区間)

︓地域⾼規格道路

︓⼀般国道 【水産業者の声】

三陸沿岸道路の整備前は、東北道通⾏⽌

め時において、混雑していた国道4号を通⾏
していた影響もあり、納期遅れが発生してまし

た。しかし、三陸沿岸道路の整備により安定
した輸送が可能になり、大変助かっております。

【R4.9 ヒアリング結果】

資料2

北海道や⼋⼾で⽔揚げ

東北⾃動⾞道
［大衡IC〜築館IC］

吹雪等による

通⾏⽌め
2021.1/29 15:52

〜1/30 16:00

7,600

3,000

6,400

2,800

5,600

13,400
12,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

通常時

（1/22-23）

東北道通⾏⽌時

（1/29-30）

(台/h)

16時〜翌16時 16時〜翌16時

三陸沿岸道路断⾯

出典︓【開通前】H22年度全国道路・街路交通情勢調査
【開通後】H27年度全国道路・街路交通情勢調査
※H27年度以降に開通した区間は設計速度で試算

︓⾼規格幹線道路
(4⾞線開通区間)

︓⾼規格幹線道路
(2⾞線開通区間)

︓地域⾼規格道路

︓⼀般国道

⼤型⾞交通量が
通常時に比べて、2.0倍増

出典︓トラフィックカウンターによる計測値（国交省、NEXCO）
（2021年1月）（確定値）
通⾏⽌め履歴はNEXCO東日本よりデータ提供
東北道で通⾏⽌め時も計測されている交通量は⽋測扱い

⼤型⾞ 断⾯交通量
三陸沿岸道路 国道4号 東北⾃動⾞道

三陸沿岸道路の
⼤型⾞交通量が

2.0 倍

市場間の所要時間

1時間30分

市場間の所要時間

2時間30分

【水産業者の声】

三陸沿岸道路を利⽤することで、所要

時間が短縮し、朝水揚げされた水産品
を当日販売することが可能になりました。

当日販売が可能になり、販売店から好
評である声を頂いております。

【R4.9 ヒアリング結果】

整

備

前

整

備

後

7:00 11:00 15:0013:30

7:00 11:00 15:0014:0012:30

16:00 17:30 18:00

とれたて新鮮

翌日販売

当日販売
可能

買い物時間帯
に間に合わない

仙台市

中央卸売

市場

買付け
検品

販売店

販売
準備

販売店

販売
準備

販売ピーク時間

運搬 運搬

仙台市

中央卸売

市場

買付け
検品

気仙沼

魚市場

買付け
検品

翌日

運搬時間

短縮

運搬 運搬

気仙沼

魚市場

買付け
検品

三陸
沿岸道路
三陸

沿岸道路

国道4号断面
通⾏⽌め時
国道4号大渋滞

築館IC

東北⾃動⾞道
断面

大衡IC

三
陸
沿
岸
道
路

利
用
ル
ー
ト

写真提供︓宮城県

生鮮カツオ

写真提供︓宮城県内 カツオ販売店

当日販売の状況



⼋⼾市

久慈市

宮古市

仙台市

①久慈・⼋⼾
高速バス

②宮古・
気仙沼・
仙台線

④釜石
仙台線

岩手県

宮城県

⻘森県

E4A

E4

E46

E45

106

4

4

E46

45

釜石市
利⽤経路を変更

E45

【⾼速バス運⾏会社の声】

三陸沿岸道路が全線開通し、所要時間が短縮したことで、
新規路線の開設や運⾏ルートの変更が実現しました。
以前は渋滞等で遅れが発生し苦情が多かったですが、三

沿道経由にルートを変更し、所要時間が短縮したことで、
現在では苦情が無くなっております

【R4.9 ヒアリング結果】

三陸沿岸道路の整備効果事例（工場立地・高速バス）
三陸沿岸道路沿線地域に、⼯場の新設件数が増加

地域産業の発展に貢献

▼三陸沿岸道路沿線の⼯場⽴地状況（H23〜R3）

▼三陸沿岸道路沿線の⼯場⽴地件数（累計）（H23〜R3）

三陸沿岸道路の整備により⾼速バスの運⾏に変化。

アクセス性が向上し、⾼速バス利便性向上に寄与

︓⾼規格幹線道路
(4⾞線開通区間)

︓⾼規格幹線道路
(2⾞線開通区間)

︓地域⾼規格道路

︓⼀般国道

石巻市

気仙沼市

登米市

東松島市

南三陸町

【沿線工業団地内企業の声】

現地点に移転を決めた理由の
1つが三陸沿岸道路のアクセス
性の良さであり、三陸沿岸道

路は物流⾯や⼈材採⽤⾯で⼤
きく役⽴ってます。

【R4.9 ヒアリング結果】
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松島町

資料2

出典︓⼯場⽴地動向調査

■工場の定義（⼯場⽴地動向調査）
製造業、電気業、ガス業、熱供給業の用に供

する工場又は研究所を建設する目的をもって、
1000平方メートル以上の用地（埋⽴予定地を
含む）を取得（借地を含む）した者

１. ⼋⼾〜久慈 高速バス

２. 宮古・気仙沼・仙台線

⼯場⽴地件数※1

※1︓累計件数（H23年〜R3年）

︓三陸沿岸道路沿線※2

※2︓三陸沿岸道路沿線
気仙沼市、南三陸町、登⽶市、
石巻市、東松島市、松島町

10件 30件0件

■昨年に続き⼆度⽬の実証実験運⾏中

◇R3.8〜10に実証実験（第1弾）を開始

◇R4.8〜R5.1の実証実験（第2弾）ではダイヤ・バス停等の変更

を経て、実施。

■実証運⾏から本格運⾏へ
◇R3.10〜R4.1に実証実験を実施

◇R4.4.16〜利⽤者の声などもあり、

本格運⾏開始

出典︓⼯場⽴地動向調査

5 14 27 46 56
67 72 83 92 101 104

1
2

5
7

11
12 14

16
17 17

5
15

29
51

63
78 84

97
108

118 121

129 134
152 152 156 170

205

256
271

328

359

120

180

240

300

360

0

50

100

150

200

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

（件/年）
三陸沿岸道路沿線※ 増設 新設

三陸沿岸道路(仙台〜⼋⼾) 整備延⻑

東日本大震災

※︓三陸沿岸道路沿線︓気仙沼市、南三陸町、登⽶市、⽯巻市、東松島市、松島町

三陸沿岸道路の整備に伴い、

工場の新設件数が増加 （km）
三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備
延
長

工
場
立
地
件
数
（
累
計
）

山田町

陸前
高田市

大船渡市

気仙沼市

③仙台
気仙沼線

南三陸町

水産加工業関連 の企業が⽴地

写真提供︓⾷料品製造業者

写真提供︓⽔産加⼯業者

３. 仙台気仙沼線

■三陸沿岸道路の整備に伴い、ルート変更・統合

◇東北道と三沿道・国道45号の2系統で運⾏

◇H30.6に東北道経由を廃⽌し、三沿道経由に統合

◇R4.10に「道の駅さんさん南三陸」に乗り⼊れ開始

４. 釜石仙台線

■三陸沿岸道路の整備に伴い、ルート変更

◇R3.7に利⽤ルートを三沿道経由に変更

H28.4着工

⾷料品製造業関連 の企業が⽴地

提供︓⾼速バス運⾏会社

R25.4着工


